
２０２３年１１月～２０２４年３月 カリキュラム
11月27日

「踏絵」と対峙した作家

『沈黙』に至る過程を辿り直し、遠藤文学を読む上で重要な点を概括的に示します。

12月25日
『死海のほとり』への道程

『死海のほとり』が創作された背景に迫ります。

『死海のほとり』を読む①　裏切った弟子という私

『死海のほとり』を読む②　イエスの探求

小説『死海のほとり』の〈巡礼〉に登場する作中人物がイエスを探求する意味につ
いて読み解きます。

小説『死海のほとり』の〈巡礼〉に登場する小説家「私」の経験を中心に読み解き
ます。

2月26日

1月22日

3月11日
遠藤周作のイエス像

遠藤周作が描いたイエス像について考えます。

遠藤周作は今年で生誕１００周年を迎えます。前期（２０２３年４～９月）では、遠藤がな

ぜキリシタンに関心を持ったのか、『沈黙』の道程を辿りました。今期は、『死海のほと

り』を読み解くために、関連する作品等を参照しながら、遠藤文学で重要になる「同伴

者」の存在を検討します。１１月から始まる５カ月講座です。

≪講  師≫明治学院大学キリスト教研究所協力研究員 増田 斎

≪受講日≫第４月曜日１３：００～１４：３０

※３月のみ第２週（３／１１）

≪受講料≫５カ月（５回）分 １５，４００円（税込）

遠藤周作の世界②
～同伴者の希求～

写真提供・京都新聞


